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概要 

 きのこが特異な生理活性物質を含む事実は昔から知られています。しかし、実際には

有用な生理活性物質の探索は容易ではありません。鳥取大学では、腐朽菌を中心とした

きのこ抽出物ライブラリーを構築中です。その過程で、本研究室では、きのこの一種「マ

ツオウジ」から従来にないレベルの高活性チロシナーゼ阻害剤の単離に成功しました

（構造も決定済み）。本化合物に関心のある化粧品会社など、また、鳥取大学のきのこ

抽出物ライブラリーを活用した新たな生理活性物質の探索・開発・実用化に興味を持つ

企業等からの相談を歓迎します。 

簡略図 

      



 

背景 

 メラニンは毛髪の色素となるほか、皮膚中で生成してシミやそばかすの原因となる物

質です。そのため、美白化粧品ではメラニンの生成をいかに抑えるかが重要な課題とな

っています。 

 メラニンは、アミノ酸の一種であるチロシンを出発物質として、L-ドーパ、ドーパキ

ノン等を介して生合成されることが知られています。ここで、チロシンを L-ドーパに、

また、L-ドーパをドーパキノンに変換する過程ではチロシナーゼという酸化酵素が働き

ます（下図）。 

 

 したがって、チロシナーゼの作用を阻害すればメラニンの生成を抑えることが可能で

あり、従来、アルブチンやヒドロキノンといったチロシナーゼ阻害剤が美白化粧品では

多く使われています。 

 ヒドロキノンはチロシンや L-ドーパと構造が類似しており、チロシナーゼに対し、

その本来の基質（チロシンや L-ドーパ）と競合的に結合し、その結果、チロシナーゼ

がチロシンや L-ドーパに作用するのを阻害します（拮抗阻害）。また、アルブチンはヒ

ドロキノンの配糖体であり、同様にチロシナーゼ阻害剤として働きます。 

 一方、鳥取大学では「菌類きのこ遺伝資源研究センター」において多数のきのこ菌株

を保有しており、その有効利用を図るためにきのこ（天然子実体、培養子実体）や菌糸

体培養液等に関して、抽出物ライブラリーを構築中です。 



 

 

 そこで、この抽出物ライブラリーから選択したきのこ抽出物を用いてチロシナーゼ阻

害活性について検討しました。下記のように L-ドーパ含有液に対してきのこ抽出物を

加えた後、チロシナーゼを添加し、反応後の色（吸光度）を観察します。チロシナーゼ

が有効に作用するとドーパキノン（及びドーパクロム）が生成するため、その吸収ピー

クにおいて吸光度を測定すればチロシナーゼの活性が測定できます。チロシナーゼが阻

害されている場合は、475nm での吸光度が低くなります。 

 

 これを多数のきのこ抽出物について行った結果、「マツオウジ」に関して、特に高い

チロシナーゼ阻害活性が確認されました。 



 

 

技術内容 

 本研究室でのさらなる研究の結果、マツオウジ中の有効成分（チロシナーゼ阻害物質）

は下記の２物質であることが判明しています（特許出願中）。 

 

 これらの化合物のチロシナーゼ阻害活性は下図に示されるように、従来公知のヒドロ

キノンやアルブチンと比較して IC50 価が桁違いに低い（つまり、高活性である）こと

が確認されています。 



 

 

 なお、Lineweaver–Burk プロットの結果からは、これらの化合物の作用機序も拮抗

阻害であると考えられます。 

 このように、本研究室が同定確認したチロシナーゼ阻害剤は、画期的と言っても過言

ではない、際めて高い阻害活性を示すものであり、美白化粧品等における美白成分とし

ての活用が期待されるものです。 

技術・ノウハウの強み（新規性、優位性、有用性） 

 本研究室も加わっている「菌類きのこ遺伝資源研究センター」では、多数のきのこ抽

出物を用いた研究を行っています。その技術の優位性としては以下の点が挙げられま

す。 

・1981～2005 年までにアメリカ食品医薬局（FDA）で認可された新薬 1147 品目の 28％

が低分子天然化合物由来で、ヒントにした医薬品も入れると 52％が天然物由来であり、

天然物からの医薬品探究は時代のトレンドである。 

・1980 年以降、天然物由来の生理活性物質の探索は放線菌から菌類にシフトしてきて

いる。 

・もっとも、きのこ（子実体）の生育には時間が掛かる上に生育条件に困難等もあり、

従来、活性成分のスクリーニングに用いるのには問題があったが、「菌類きのこ遺伝資

源研究センター」では既にライブラリーとして構築しているため、生育に手間を掛ける

必要がない。 

・菌糸体の培養により培養液中に分泌・漏出する成分についても対応している。 

・抽出溶媒等の条件が明確で多様である。 

・腐朽菌を中心として広汎なライブラリーを構築中である（下図）。 



 

・効果の治験についても鳥取大学内の医学系・獣医系研究部門との連携が可能である。 

・きのこの専門家のみならず、植物等を研究のバックグラウンドとする研究者との複合

体であるため、深い知見を得ることができる。 

 

※なお、菌株及び抽出物サンプル数は常に増えております。 

     連携企業のイメージ 

チロシナーゼ阻害剤については、化粧品会社等との連携が可能ですが、その他、きのこ

抽出物ライブラリーについては、例えば下記の企業と連携可能です。 

１）製薬会社・農薬会社 

２）化粧品会社等の医薬部外品メーカー 

３）機能性食品・健康食品メーカー 

４）鳥取県産の産品の活用を計画している企業・団体 

５）上記のほか、きのこの研究者。 

技術・ノウハウの活用シーン（イメージ） 

 本研究室のチロシナーゼ阻害剤は、高いチロシナーゼ阻害活性を有するので化粧品等

としての活用が期待できます。 

 また、「菌類きのこ遺伝資源研究センター」では、他にも様々な用途に適用可能なき

のこ由来の生理活性物質の探索や分析、研究への連携・協力が可能です。 

 



 

技術・ノウハウの活用の流れ 

本技術の活用に興味がある方はお気軽にお問合せください。 

                     専門用語の解説 

【きのこ】 

 菌類の中でも、肉眼で見える程度の子実体を形成する生物及び、特にその子実体を指

します。なお、菌類とは、一般にきのこ・カビ・酵母と呼ばれる生物の総称であり、菌

界（学名：Regnum Fungi）に属する生物を指します。細菌と特に区別するため真菌と

呼ぶこともあります。細菌が原核生物なのに対し真菌は真核生物であり、両者は全く異

なります。真菌には子嚢菌門と担子菌門等があり、担子菌門は文字通り子実体（いわゆ

る「きのこ」）を担う菌類です。 

【腐朽菌】 

木材に含まれる難分解性のリグニン、セルロース、ヘミセルロースを分解する能力を有

する菌類。シイタケ、ナメコ、エノキタケ、ヒラタケ、マイタケ、タモギタケ（以上は

白色腐朽菌）とサルノコシカケ、マツオウジ（以上は褐色腐朽菌）があります。腐朽菌

に対し菌根を作って植物と共生する菌類は菌根菌と呼ばれ、こちらの液体培養は困難で

す。マツタケ等は菌根菌です。 

【マツオウジ】 

マツ科の枯れ木や倒木等から生える腐朽菌の一種。傘の直径は 5～20cm 程度で食用に

なるが、苦味があり、生食ではなく茹でこぼして食べる。 

 

お問合せ先 

下記から御問合せください。 

http://www.open-innovation-portal.com/university/environment/post_7.html 

 

 


